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はじめに

• 感情処理

感情の表現を解読し，感情を認知・理解した上で，
それに応じた反応を喚起する（それらのタスクをコ
ンピュータによって処理させる）
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感情の表現を解読し，感情を認知・理解した上で，
それに応じた反応を喚起する（それらのタスクをコ
ンピュータによって処理させる）

感情認知・感情推
定の研究が盛ん
になっている
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• 感情処理

– 顔の表情

• （例）涙＋下げた眉毛＝
＝悲しい
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• （例）大声＝怒り



はじめに

• 感情処理

– 顔の表情

– 音声

– バイオメトリクス，
生体信号

• （例）血圧が上がって
いる＝興奮



はじめに

• 感情処理

– 顔の表情

– 音声

– バイオメトリクス，
生体信号

– 言語
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• 先行研究

1. 感情極性分類



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

1. 感情極性分類
２つの商品を
比べたい



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

1. 感情極性分類

インターネットで
口コミを読む

Android
がいい！

iPhone
が好き！

Android
が使いや
すい！

iPhone
は早い！

iPhone
はAppが
多い！



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

1. 感情極性分類

• 感情を表す言葉のリストを収取

• （＋）と（ー）に分類

• 機械学習，分類機を訓練

• 入力した文を（＋）か（ー）に自動的に分類

例：Peter D. Turney. Thumbs Up or Thumbs Down? Semantic Orientation Applied to 
Unsupervised Classification of Reviews. Proceedings of the 40th Annual Meeting of the 
Association for Computational Linguistics, Philadelphia, pp.417‐424(2002,7)

インターネットで
口コミを読む

コンピュータに読
ませる



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

1. 感情極性分類

• 感情を表す言葉のリストを収取

• （＋）と（ー）に分類

• 機械学習，分類機を訓練

• 入力した文を（＋）か（ー）に自動的に分類

例：Peter D. Turney. Thumbs Up or Thumbs Down? Semantic Orientation Applied to 
Unsupervised Classification of Reviews. Proceedings of the 40th Annual Meeting of the 
Association for Computational Linguistics, Philadelphia, pp.417‐424(2002,7)

評判分析
への応用



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

2．ユーザとよりいいコミュニケ―ションを求めている
（その中、ユーザの
感情状態を推定し，
応答を調整）



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

2．ユーザ（話者）感情状態推定

• 感情状態を表す言葉のリストを収取

• 感情の種類に分類（喜び，安らぎ，悲しみ等）

• 感情語彙集作成，ルール作成，
または分類機の訓練

• 入力した文を感情種類に自動的分類

例：C.O. Alm, D. Roth, and R. Sproat, “Emotions from Text: Machine Learning for Text‐Based Emotion Prediction,” Proc. Conf. 
Human Language Technology and Empirical Methods in Natural Language Processing, pp. 347‐354, 2005.
A. Valitutti, C. Strapparava, and O. Stock, “Lexical Resources and Semantic Similarity for Affective Evaluative Expressions 
Generation,”Proc. Int’l Conf. Affective Computing and Intelligent Interaction, pp. 474‐481, 2005.
徳久雅人,ブログにおける情緒対象の分析システムの試作,TL2009‐25, pp.1‐6



自然言語処理における感情処理

• 先行研究

2．ユーザ（話者）感情状態推定

• 感情状態を表す言葉のリストを収取

• 感情の種類に分類（喜び，安らぎ，悲しみ等）

• 感情語彙集作成，ルール作成，
または分類機の訓練

• 入力した文を感情種類に自動的分類

例：C.O. Alm, D. Roth, and R. Sproat, “Emotions from Text: Machine Learning for Text‐Based Emotion Prediction,” Proc. Conf. 
Human Language Technology and Empirical Methods in Natural Language Processing, pp. 347‐354, 2005.
A. Valitutti, C. Strapparava, and O. Stock, “Lexical Resources and Semantic Similarity for Affective Evaluative Expressions 
Generation,”Proc. Int’l Conf. Affective Computing and Intelligent Interaction, pp. 474‐481, 2005.
徳久雅人,ブログにおける情緒対象の分析システムの試作,TL2009‐25, pp.1‐6

ＨＣＩなど
へ応用



テキスト入力の感情解析手法



テキスト入力の感情解析手法

感情表現解析システム
ML‐Aｓｋ



感情表現解析システムML‐Aｓｋ

感情を記述する言葉：

形容詞：嬉しい、寂しい、楽しい
名詞：愛情、恐怖、怒り、好き
動詞：喜ぶ、愛する、悲しむ、
擬態語：ほっとする、ぞっとする
慣用句：虫唾が走る、心が躍る
諺：足を踏むところを知らず

比喩：痛いほど悲しい、愛情は永遠の炎だ



感情表現解析システムML‐Aｓｋ

君のことが
好きなんだ…

いやー、あ
れはぞっと
したな！

よかった…
ほっとし
たよ…

嬉しいな!

親はみんな自
分の子供を
愛している
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感情表現解析システムML‐Aｓｋ

君のことが
好きなんだ…

すごい！

畜生！

いやー、あ
れはぞっと
したな！

よかった…
ほっとし
たよ…

嬉しいな!

親はみんな自
分の子供を
愛している
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れはぞっと
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感情表現解析システムML‐Aｓｋ

感情を
記述す
る表現

感情文
を成立
させる
表記



感情を
記述す
る表現

感情文
を成立
させる
表記

感情表現解析システムML‐Aｓｋ



感情表現解析システムML‐AｓｋGathered 
manually
(907 items)

Nakamura’s 
dictionary
(2100 items)

27

10‐type emotion 
classification:
1. Joy, delight
2.Anger
3.Sorrow, 
sadness, gloom

4.Fear
5.Shame, shyness, 
bashfulness

6.Liking, 
fondness

7.Dislike, 
detestation

8.Excitement
9.Relief 
10.Surprise, 
amazement



input
Found emotemes: ne, !
(for English: oh, so-)

Utterance is: emotive
Found emotive 
expressions: omoshiroi
(interesting)

Conveyed emotion types: 
joy

コンピュータは面白いですね!
Konpyuuta wa omoshiroi desu ne!
Oh, computers are so interesting!

感情表現解析システムML‐Aｓｋ



感情表現解析システムML‐Aｓｋ

• システム評価の結果

– 感情文／一般文分類＝９０％

– 文の感情種類分類＝高い適合率（８０～９０％）、
低い再現率（４５～５０％）

• 低い再現率の一つの原因

– 顔文字



テキスト入力の感情解析手法

顔文字解析システム
CAO



顔文字解析システムCAO

顔文字

– 記号・特殊文字などの組み合わせで顔の表情など
を表現したもの（インターネット上でよく使われる）．



顔文字解析システムCAO

• 顔文字

– 1行西洋式顔文字

– 1行東洋式顔文字

– タ行顔文字
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• 顔文字

– 1行西洋式顔文字
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– タ行顔文字
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：－） >;P
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顔文字解析システムCAO

• 顔文字

– 1行西洋式顔文字

– 1行東洋式顔文字

– タ行顔文字

あまり研究されてい
ない、数が多くて、

処理が挑戦



顔文字解析システムCAO

\(*^o^*)/
– 他の部分:  \
– かっこ: (
– 他の部分: *
– 顔:  ^o^ 目目: ^ ^
– 他の部分: * 口: o
– かっこ: )
– 他の部分: /

顔文字を部分
に分けて処理



顔文字解析システムCAO

• インターネットの顔文字辞書を抽出

• 辞書のラベル（キーワード）をML‐Aｓｋで処理

• 感情ラベルのみ残す

• 感情ラベルの顔文字を自動的に抽出

• 顔文字を自動的に部分に分け

• DB化

＊）



顔文字解析システムCAO

• システム評価の結果

– 入力内顔文字の有無の判別＝９７．６％

– 入力から顔文字を自動抽出＝９７．１％

– 顔文字の感情解析＝９３．５４％

結果はほぼ完ぺき



テキスト入力の感情解析の応用



テキスト入力の感情解析の応用

対話エージェントの自動評価手法



対話エージェント自動評価手法

• 対話エージェント

– 言語モデルを持ち，ユーザと対話を交わす
コンピュータ



対話エージェント自動評価手法

• 対話エージェントの一般の評価方法

1. ユーザとの対話

2. 印象評価アンケート

3. アンケートのまとめ



対話エージェント自動評価手法

• 対話エージェントの一般の評価方法

1. ユーザとの対話

2. 印象評価アンケート

3. アンケートのまとめ

２つの問題点

（時間，費用な
どがかかる）
なくせないか



対話エージェント自動評価手法

• 対話エージェントの新しい評価方法

1. ユーザとの対話
。。。。。。。。
。。。。。。。。
。。。。。。。。
。。。。。。。。
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• 対話エージェントの新しい評価方法

1. ユーザとの対話

2. ユーザの発言の
感情解析

。。。。。。。
。。面白い。。
。。。。。。。。
。。楽しい。
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対話エージェント自動評価手法

• 対話エージェントの新しい評価方法

1. ユーザとの対話

2. ユーザの発言の
感情解析

3. 感情表現を＋とー
に分類

。。。。。。。
。。面白い。。
。。。。。。。。
。。楽しい。

＊スピアマンの順位相関係数によって統計的有意を確認



結論

• 感情解析分野を紹介した

• 開発した言語ベース感情解析手法を紹介した

– ML‐Ask 感情表現解析システム

– CAO 顔文字解析システム

• 感情解析を応用して対話エージェントの評価手
法を紹介した



今後の課題
• ML‐Askを改善

– 感情表現のDBを拡大化

– 感情文パターンのリストを作成

• 大規模コーパスを利用した実験

• 感情を考慮した言語モデルを作成

• 対話エージェントへ導入

54



ご清聴ありがとうございました．
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